












3・3 制度ですので、つまり小学校 6 年、中学校 3 年、そして高校 3 年です。学
期は 2 つに分かれまして、前期は 5 月に始まりまして、10 月に終わります。後




















　次に英語の能力ですけれども、基準としては、小学校 6 年修了のときに A1、
中学校 3 年修了のときに A2、高校 3 年修了のときに B1 としました。この B1
を TOIFL とか、TOEIC の点数と比べてみますと、このスライドのとおりです。
来る前に、ちょっと 2 つの高校の高校生に聞いてみました。英語の能力はどの




TOEIC の点数ですね。高校 B の場合ですけれども、普通のプログラムの学生は




　第二外国語については、こちらは 2019 年 2 月のデータですが、受験者数が
全部で 3 万 7,000 人くらい、7 つの第二外国語があります。その中で、日本語


















































ンエキスポというイベントです。毎年行われています。ことしは 1 月 31 日、3
















私が見学したところは 50 人、いっぱい入っていて、だから 1 つの学校 100 人
ぐらいとか、200 人ぐらいとかいます。【スライド⑧－9】
　あとは、タイの教育省のデータからですが、日本語の授業を行っている高校は
287 校です。その中で専攻としてやっているところは 85 校あります。専攻と

































ッカーが好きですか」という Can Do があります。50 分の授業の後は、友達に
好きなことを聞くことができるようになります。そして自分の好きなことを相手







で終われるし、宿題もありません。そして、これは週 1 回くらい、50 分間だけ




優良校の場合は N3 から N2 です。例としては、私の大学に入ってきた 1 年生は、
25 人中に、N2 は 2 人、N3 は 10 人、N4 は 13 人です。【スライド⑧－13】
　こちらに来る前に高校 3 年生 90 人にアンケートをしてみました。将来日本に
留学したいのか。留学したいと答えた人は 7 割ぐらいです。しない人は、2 割
ぐらいで、この 90 人の内訳は文系の人は 60 人、理系の人は 30 人です。この
うち、66 人は日本へ留学したいと考えており、その中で、日本語学習経験があ

















































• 小学校 1-6年 （7-12才）
• 中学校 1-3年 （13-15才）
















































































2.中等教育 42,400 88,325 115,355
3.高等教育 21,634 23,707 19,908 24,789
4.学校教育以外 17,770 11,161 19,831 30,072
































留学する 66人（73.3 % ）
留学しない 24人（26.7 % ）
高校卒業時の日本語力
• 優良校 Ｎ3-Ｎ2
• 2019年度タマサート大学教養学部日本語科
1年生（25人）： Ｎ2＝ 2人
Ｎ3＝10人
Ｎ4＝13人
タイにおける日本語教育 　159
【スライド⑧-16】
【スライド⑧-15】
日本留学したい理由
自由記述
• 自分の人生に役に立つ経験を積みたい 22人
• 日本語力を上げたい 17人
• 日本で暮らしてみたい 16人
• 将来日本で働きたい 8人
• 外国で勉強したい 6人
日本留学したくない理由
自由記述
• 自分の学力が足りない 8人
• 日本語に向いていない 6人
• 学費や生活費が高い 5人
• 無回答 5人
160　第 1 部　講演
【スライド⑧-18】
【スライド⑧-17】
まとめ
• 日本留学志向が高い
• 日本留学の際の課題
①授業料免除
②生活費提供（奨学金）
③寮費免除
サポートする制度
• 授業料免除 45.5%
• 奨学金（生活費） 44.3%
• 寮費免除 4.5%
タイにおける日本語教育 　161
【スライド⑧-20】
【スライド⑧-19】
立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）
柔軟な入学制度
APUでは日本国内、世界各国・地域から多様
なバックグラウンドを持った意欲あふれる学生
の受入れを進めるため、年2回（春・秋）入学で
きる制度を設けています。また、日本語か英
語のいずれかで入学選考を受けることができ、
入学後も学内の配布資料や掲示は、日英二
言語で表記され、ガイダンスも日本語と英語
で行われます。
日英二言語教育
APUのキャンパスは日本語と英語が公用語で、
学部講義のおよそ90％は日英二言語で開講
しており、これがAPUの特徴の一つとなってい
ます。入学後は集中的な言語学習で英語や
日本語を学ぶだけではなく、専門科目を英語
や日本語で学ぶことで、国際ビジネスや学術
の世界で通用する高度な言語運用能力と専
門知識の習得に繋がっています。
東京国際大学（ＴＩＵ）
E-Track Program(E-Track)においては、全ての講義
科目は英語で開講され、英語のみで学士の学位を
取得でき、同時に実践的な日本語学習も可能となっ
ています。
E-Trackには、「ビジネスエコノミクス」と「国際関係」、
そして「デジタルビジネス＆イノベーション」の三つの
Majorがあります。
入学に際しては、日本語能力は問われません。
https://www.tiu.ac.jp/etrack/life/voice.html
